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　鉄道線路内において、作業員らが高圧配電柱
（高さ約10ｍ、以下「電柱」）の整備作業を行っ
ていたところ、作業員の１人が感電死する災害
が発生しました。作業の際、感電防止のため
の短絡接地（アース）を怠っていた疑いがあり
ます。
　被災したのは電気設備工事業を営むＡ社（従
業員数10人未満）の作業員Ｘ（20代）で、経験
は５年程度。
　災害が発生したのは鉄道の線路脇に並ぶ電柱
の１本。変電所からの高圧電流が流れる高圧配
電線が通っており、電柱に設置されている変圧
器により電圧を下げた電気を信号機や踏切など
の設備に供給しています。
　A社は、鉄道会社からこれら電柱を含めた鉄
道関係の電気設備の補修工事を二次下請けとし
て請け負っていました。
　災害発生当日の午前０時半頃、元請会社２人、
Ａ社の現場責任者Ｙ・作業員ＸとＺの計５人が
現場付近の踏切に集合し、打ち合わせの後、Ａ
社の３人は作業場所に移動しました。
　この日は、主に当該電柱の設備一式の更新工
事を計画していました。具体的には電線を支え
る器具（腕金）や避雷器、高圧配電線と変圧器
をつなぐ「高圧引下線」などの設備を新しいも
のに取り替える作業で、これらは定期的に実施
していました。
　作業時には、感電防止のため鉄道会社のシス
テムによってその区間を停電させるとともに、
誤通電等に備えて短絡接地ー今回の場合、短絡
接地器具（両端がワニ口クリップのケーブル）
の両端を隣の電柱の取付口と高圧配電線に取り
付けるーにより作業員の安全を確保することと
しており、作業計画にも記載していました。
　作業場所に移動した３人は、資材を降ろした
後、現場に持ち込んだ軌陸車（線路上を移動で
きる高所作業車）の搬器にＹが乗り込み、高圧
配電線を検電して停電を確認。鉄道会社に作業
着手を連絡し、取替作業を開始しました。
　この時Ｙは、短絡接地器具を現場に持ち込ん
でいましたが、短絡接地の措置を行わせずに作
業を開始させました。

≪安衛法20条第３号、安衛則第339条第１項第
３号違反≫成立のポイント
①　事業者は
②�　電路を開路して、当該電路又はその支持物
の敷設、点検、修理、塗装等の電気工事の作
業を行なうときは
③�　当該電路を開路した後に、当該電路につい
て、開路した電路が高圧又は特別高圧であっ

事案の概要

A社とA社現場監督Yの法違反
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電柱の高圧引下線の取替工事中感電防止措置を怠り、作業員が死亡電柱の高圧引下線の取替工事中感電防止措置を怠り、作業員が死亡

　取替作業は、古い設備を取り外して新しい設
備に交換し、もとの状態に配線し直すというも
の。設備の上部はＹが軌陸車を使い、下部はＸ
とＺの２人が電柱に常設の点検台を使用してそ
れぞれ担当しました。
　災害は午前１時半頃、設備の交換が終わった
後の配線の段階で発生しました。新しい高圧引
下線を下部の腕金に取り付ける際、Ｘが取付位
置を探ろうとして線に触れたところ、感電。何
らかの原因で通電状態になっていたと考えられ
ます。Xは病院に搬送されましたが電撃症によ
り死亡しました。

●災害発生状況図
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